
　

＊
百
年
で
消
え
た
城
下
町

＊
百
年
で
消
え
た
城
下
町

大
船
駅
の
西
に
天
下
の
名
城

大
船
駅
の
西
に
天
下
の
名
城

と
称
え
ら
れ
た
城
跡
が
あ
り

と
称
え
ら
れ
た
城
跡
が
あ
り

ま
す
。約
１
０
０
年
、関
東
一

ま
す
。約
１
０
０
年
、関
東
一

円
を
支
配
し
た
玉
縄
城
址
で

円
を
支
配
し
た
玉
縄
城
址
で

す
。
城
造
り
の
名
人
と
言
わ

す
。
城
造
り
の
名
人
と
言
わ

れ
た
北
条
早
雲
が
築
き
、
上

れ
た
北
条
早
雲
が
築
き
、
上

杉
謙
信
、
武
田
信
玄
ら
の
攻

杉
謙
信
、
武
田
信
玄
ら
の
攻

撃
に
も
耐
え
た
堅
城
で
す
。

撃
に
も
耐
え
た
堅
城
で
す
。

し
か
し
秀
吉
・
家
康
の
連
合

し
か
し
秀
吉
・
家
康
の
連
合

軍
に
は
敗
れ
、
や
が
て
廃
城

軍
に
は
敗
れ
、
や
が
て
廃
城

と
な
り
ま
し
た
。
賑
わ
い
始

と
な
り
ま
し
た
。
賑
わ
い
始

め
た
城
下
町
も
未
完
で
終
り

め
た
城
下
町
も
未
完
で
終
り

ま
し
た
。
地
域
は
岡
本
、
玉

ま
し
た
。
地
域
は
岡
本
、
玉

縄
、植
木
、
城
廻
一
帯
で
す
。

縄
、植
木
、
城
廻
一
帯
で
す
。

　

＊
玉
縄
首
塚
の
パ
ワ
ー

＊
玉
縄
首
塚
の
パ
ワ
ー　

1010
月
半
ば
、
大
根
会
一
行
と

月
半
ば
、
大
根
会
一
行
と

城
跡
の
パ
ワ
ー
を
求
め
て
歩

城
跡
の
パ
ワ
ー
を
求
め
て
歩

き
ま
し
た
。
初
め
に
戸
部
橋

き
ま
し
た
。
初
め
に
戸
部
橋

の
た
も
と
に
あ
る
玉
縄
首
塚

の
た
も
と
に
あ
る
玉
縄
首
塚

で
足
を
止
め
ま
し
た
。
４
５

で
足
を
止
め
ま
し
た
。
４
５

０
年
前
、
安
房
か
ら
攻
め
寄

０
年
前
、
安
房
か
ら
攻
め
寄

せ
た
里
見
氏
と
玉
縄
勢
が
激

せ
た
里
見
氏
と
玉
縄
勢
が
激

突
し
た
所
で
す
。
激
戦
の

突
し
た
所
で
す
。
激
戦
の

末
、
両
軍
は
犠
牲
者
を
交
換

末
、
両
軍
は
犠
牲
者
を
交
換

し
、
玉
縄
方
は
、
こ
こ
に
返

し
、
玉
縄
方
は
、
こ
こ
に
返

さ
れ
た

さ
れ
た
3535
人
の
首
を
葬
っ
た

人
の
首
を
葬
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

「
さ
ぞ
気
味
の
悪
い
パ
ワ

　

「
さ
ぞ
気
味
の
悪
い
パ
ワ

ー
ば
か
り
！
」
と
思
っ
た
の

ー
ば
か
り
！
」
と
思
っ
た
の

で
す
が
、
メ
ン
バ
ー
の
表
情

で
す
が
、
メ
ン
バ
ー
の
表
情

は
さ
わ
や
か
で
し
た
。

は
さ
わ
や
か
で
し
た
。

　

鎌
倉
市
は
市
制
施
行
か
ら

　

鎌
倉
市
は
市
制
施
行
か
ら

8080
周
年
を
迎
え
た

周
年
を
迎
え
た
1111
月
３
月
３

日
、
鎌
倉
芸
術
館
（
市
内
大

日
、
鎌
倉
芸
術
館
（
市
内
大

船
）
で
記
念
式
典
を
開
き
、

船
）
で
記
念
式
典
を
開
き
、

市
政
功
労
者

市
政
功
労
者
3737
人
４
団
体
を

人
４
団
体
を

表
彰
し
た
。

表
彰
し
た
。

　

式
典
で
は
、
鎌
倉
ジ
ュ
ニ

　

式
典
で
は
、
鎌
倉
ジ
ュ
ニ

ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
津
波
バ

ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
津
波
バ

イ
オ
リ
ン
を
交
え
た
演
奏
、

イ
オ
リ
ン
を
交
え
た
演
奏
、

清
泉
女
学
院
音
楽
部
の
ラ
ト

清
泉
女
学
院
音
楽
部
の
ラ
ト

ビ
ア
国
際
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

ビ
ア
国
際
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
記
念
合

グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
記
念
合

唱
、
記
念
行
事
の
一
環
で
７

唱
、
記
念
行
事
の
一
環
で
７

月
に
姉
妹
都
市
萩
市
を
訪
問

月
に
姉
妹
都
市
萩
市
を
訪
問

し
た
中
学
生
の
報
告
、
国
際

し
た
中
学
生
の
報
告
、
国
際

日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
名

日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
名

誉
教
授
で
新
元
号
の
考
案
者

誉
教
授
で
新
元
号
の
考
案
者

と
さ
れ
る
中
西
進
さ
ん
の
記

と
さ
れ
る
中
西
進
さ
ん
の
記

念
講
演
な
ど
が
行
わ

念
講
演
な
ど
が
行
わ

れ
、
盛
会
だ
っ
た
。

れ
、
盛
会
だ
っ
た
。

　

賽
銭
箱
の
前

　

賽
銭
箱
の
前

と
六
地
蔵
の
後

と
六
地
蔵
の
後

ろ
に
立
つ
石
造

ろ
に
立
つ
石
造

地
蔵
の
前
が
ス

地
蔵
の
前
が
ス

ポ
ッ
ト
の
よ
う

ポ
ッ
ト
の
よ
う

で
す
が
、み
な

で
す
が
、み
な

「
感
じ
が
い
い
」

「
感
じ
が
い
い
」

「
温
か
い
」と
い

「
温
か
い
」と
い

い
ま
す
。
大
根

い
ま
す
。
大
根

師
も
「
怨
霊
の

師
も
「
怨
霊
の

な
い
珍
し
い
所

な
い
珍
し
い
所

だ
」
と
言
わ
れ
ま
す
。

だ
」
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

確
か
に
塚
の
掃
除
は
行
き

　

確
か
に
塚
の
掃
除
は
行
き

届
き
、
花
も
新
し
く
、
打
ち

届
き
、
花
も
新
し
く
、
打
ち

水
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

水
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

＊
戦
国
武
将
の
挨
拶

＊
戦
国
武
将
の
挨
拶　

次

　

次

に
玉
泉
寺
を
訪
ね
ま
し
た
。

に
玉
泉
寺
を
訪
ね
ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
開
か
れ
た
と
い

江
戸
時
代
に
開
か
れ
た
と
い

う
伝
え
で
す
が
、
本
堂
の
裏

う
伝
え
で
す
が
、
本
堂
の
裏

に
は
「
武
将
一
族
の
墓
」
の

に
は
「
武
将
一
族
の
墓
」
の

碑
が
立
ち
、
戦
国
時
代
の
石

碑
が
立
ち
、
戦
国
時
代
の
石

塔
が
い
く
つ
も
立
っ
て
い
ま

塔
が
い
く
つ
も
立
っ
て
い
ま

　

教
育
文
化
功
労
で
受
賞
し

　

教
育
文
化
功
労
で
受
賞
し

た
元
鎌
倉
同
人
会
理
事
長
の

た
元
鎌
倉
同
人
会
理
事
長
の

山
内
静
夫
さ
ん
（

山
内
静
夫
さ
ん
（
9494
）
は
礼

）
は
礼

を
述
べ
た
後
、「
鎌
倉
に
は

を
述
べ
た
後
、「
鎌
倉
に
は

文
化
が
あ
る
。
行
政
に
は
文

文
化
が
あ
る
。
行
政
に
は
文

化
に
対
し
て
真
摯
な
姿
勢
で

化
に
対
し
て
真
摯
な
姿
勢
で

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
市

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
市

民
の
皆
様
は
生
き
て
い
る
こ

民
の
皆
様
は
生
き
て
い
る
こ

と
の
あ
り
が
た
み
を
感
じ

と
の
あ
り
が
た
み
を
感
じ

て
、
文
化
を
大
切
に
す
る
気

て
、
文
化
を
大
切
に
す
る
気

持
ち
を
持
ち
続
け
て
ほ
し

持
ち
を
持
ち
続
け
て
ほ
し

い
」
と
後
進
へ
の
期
待
を
込

い
」
と
後
進
へ
の
期
待
を
込

め
た
。

め
た
。

援
セ
ン
タ
ー
小
島
政
行
代
表

援
セ
ン
タ
ー
小
島
政
行
代
表

は
「
初
め
て
の
開
催
だ
っ
た

は
「
初
め
て
の
開
催
だ
っ
た

が
よ
い
作
品
が
集
ま
っ
た
。

が
よ
い
作
品
が
集
ま
っ
た
。

次
回
は

次
回
は
1717
の
目
標
項
目
に
積

の
目
標
項
目
に
積

極
的
に
あ
て
は
め
て
応
募
し

極
的
に
あ
て
は
め
て
応
募
し

て
ほ
し
い
」
と
講
評
。

て
ほ
し
い
」
と
講
評
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

▼
市
長
賞
＝
高
橋
勝
彦
▼
市
議
会

▼
市
長
賞
＝
高
橋
勝
彦
▼
市
議
会

議
長
賞
＝
福
島
七
重
▼
最
優
秀
賞

議
長
賞
＝
福
島
七
重
▼
最
優
秀
賞

＝
長
谷
川
孝
一
▼
鎌
倉
朝
日
賞
＝

＝
長
谷
川
孝
一
▼
鎌
倉
朝
日
賞
＝

木
村
俊
平
▼
高
徳
院
賞
＝
佐
久
間

木
村
俊
平
▼
高
徳
院
賞
＝
佐
久
間

芳
之
▼
鎌
倉
ユ
ネ
ス
コ
協
会
賞
＝

芳
之
▼
鎌
倉
ユ
ネ
ス
コ
協
会
賞
＝

日
本
語
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
▼
Ｎ
Ｐ
Ｏ

日
本
語
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
▼
Ｎ
Ｐ
Ｏ

セ
ン
タ
ー
賞
＝
高
柳
英
麿

セ
ン
タ
ー
賞
＝
高
柳
英
麿 

 

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

　

企
業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
の

　

企
業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
の

話
し
合
い
や
自
治
会
町
内
会

話
し
合
い
や
自
治
会
町
内
会

の
活
動
発
表
、
鎌
倉
市
ま
ち

の
活
動
発
表
、
鎌
倉
市
ま
ち

づ
く
り
プ
ラ
ン
を
提
案
し
た

づ
く
り
プ
ラ
ン
を
提
案
し
た

大
学
生
ら
の
発
表
も
あ
り
、

大
学
生
ら
の
発
表
も
あ
り
、

盛
会
だ
っ
た
。

盛
会
だ
っ
た
。

　

同
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　

同
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

運
営
会
議
の
平
塚
優
理
事
長

運
営
会
議
の
平
塚
優
理
事
長

は
「
会
場
が
小
さ
い
な
り
に

は
「
会
場
が
小
さ
い
な
り
に

『
対
話
』が
で
き
た
、
ま
と
ま

『
対
話
』が
で
き
た
、
ま
と
ま

り
の
あ
る
催
し
と
な
っ
た
。

り
の
あ
る
催
し
と
な
っ
た
。

若
い
世
代
の
参
加
も
多
数
あ

若
い
世
代
の
参
加
も
多
数
あ

り
、
つ
な
が
り
の
き
っ
か
け

り
、
つ
な
が
り
の
き
っ
か
け

と
な
れ
ば
」と
話
し
て
い
た
。

と
な
れ
ば
」と
話
し
て
い
た
。

　

国
税
庁
の
「
税
に
関
す
る

　

国
税
庁
の
「
税
に
関
す
る

高
校
生
の
作
文
」
と
、
国
税

高
校
生
の
作
文
」
と
、
国
税

庁
が
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連

庁
が
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
と
の
共
催
で
行
っ
て
い

合
会
と
の
共
催
で
行
っ
て
い

る
中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て

る
中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て

の
作
文
」
の
鎌
倉
税
務
署
管

の
作
文
」
の
鎌
倉
税
務
署
管

内
で
の
表
彰
式
が
、

内
で
の
表
彰
式
が
、
1111
月
1515

日
鎌
倉
市
内
の
ホ
テ
ル
で
行

日
鎌
倉
市
内
の
ホ
テ
ル
で
行

わ
れ
た

わ
れ
た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

鎌
倉
税
務
署
管
内
（
鎌
倉

　

鎌
倉
税
務
署
管
内
（
鎌
倉

･
逗
子
逗
子
･
葉
山
）
の
応
募
総

葉
山
）
の
応
募
総

数
は
、
高
校
生

数
は
、
高
校
生
1414
編
、
中
学

編
、
中
学

生
１
４
１
１
編
だ
っ
た
。

生
１
４
１
１
編
だ
っ
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

　

【
高
校
生
】
鎌
倉
税
務
署
長
賞

　

【
高
校
生
】
鎌
倉
税
務
署
長
賞

＝
加
藤
新
菜
（
聖
和
学
院
高
等
学

＝
加
藤
新
菜
（
聖
和
学
院
高
等
学

校
１
年
）

校
１
年
）

　

【
中
学
生
】
▼
国
税
庁
長
官
賞

　

【
中
学
生
】
▼
国
税
庁
長
官
賞

　

価
格
も
作
者
が
設
定
し
て

　

価
格
も
作
者
が
設
定
し
て

出
品
し
て
お
り
、
数
千
円
の

出
品
し
て
お
り
、
数
千
円
の

小
物
か
ら

小
物
か
ら
1010
万
円
代
の
皿
、

万
円
代
の
皿
、

盆
や
衝
立
な
ど
様
々
な
作
品

盆
や
衝
立
な
ど
様
々
な
作
品

が
紹
介
さ
れ
た
。

が
紹
介
さ
れ
た
。

　

創
作
大
賞
は
奴
田
伸
宏
さ

　

創
作
大
賞
は
奴
田
伸
宏
さ

ん
の
「

ん
の
「
渦う

ず
も
ん
く
み
ざ
ら

う
ず
も
ん
く
み
ざ
ら

文
組
皿

文
組
皿
」
で
、
大

」
で
、
大

中
小
の
皿
３
枚
が
、
錆
び
漆

中
小
の
皿
３
枚
が
、
錆
び
漆

を
糸
瓜
で
叩
き
、
鉄
瓶
の
質

を
糸
瓜
で
叩
き
、
鉄
瓶
の
質

感
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る

感
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
＝

写
真
写
真
。

　

鎌
倉
市
市
民
生
活
部
の
齋

　

鎌
倉
市
市
民
生
活
部
の
齋

藤
和
徳
部
長
は
「
鎌
倉
彫
も

藤
和
徳
部
長
は
「
鎌
倉
彫
も

昔
に
比
べ
、
色
や
形
が
多
様

昔
に
比
べ
、
色
や
形
が
多
様

化
し
て
斬
新
な
も
の
も
で
て

化
し
て
斬
新
な
も
の
も
で
て

き
た
」
と
話
し
て
い
た
。

き
た
」
と
話
し
て
い
た
。

　

受
賞
者
次
の
と
お
り
。

　

受
賞
者
次
の
と
お
り
。

▼
創
作
大
賞
＝
奴
田
伸
宏
▼
県
知

▼
創
作
大
賞
＝
奴
田
伸
宏
▼
県
知

事
賞
＝
伊
志
良
逸
子
▼
市
長
賞
＝

事
賞
＝
伊
志
良
逸
子
▼
市
長
賞
＝

森
本
勒
弥
▼
課
題
部
門
優
秀
賞
＝

森
本
勒
弥
▼
課
題
部
門
優
秀
賞
＝

宮
﨑
誠
二
▼
商
工
会
議
所
会
頭
賞

宮
﨑
誠
二
▼
商
工
会
議
所
会
頭
賞

＝
坂
本
豊
▼
観
光
協
会
会
長
賞
＝

＝
坂
本
豊
▼
観
光
協
会
会
長
賞
＝

白
日
堂
工
房
▼
大
樹
賞
＝
西
谷
あ

白
日
堂
工
房
▼
大
樹
賞
＝
西
谷
あ

や
こ
▼
漆
賞
＝
吉
村
尚
人
・
青
山

や
こ
▼
漆
賞
＝
吉
村
尚
人
・
青
山

常
昭
常
昭 

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

　

伝
統
工
芸
品
鎌
倉
彫
の
発

　

伝
統
工
芸
品
鎌
倉
彫
の
発

展
を
目
指
し
、
伝
統
的
製
法

展
を
目
指
し
、
伝
統
的
製
法

に
基
づ
い
た
手
法
で
制
作
さ

に
基
づ
い
た
手
法
で
制
作
さ

れ
た
作
品
を
展
示
販
売
す
る

れ
た
作
品
を
展
示
販
売
す
る

趣
旨
で
公
募
し
た
作
品
の
展

趣
旨
で
公
募
し
た
作
品
の
展

示
会
が
、

示
会
が
、
1111
月
2020
日
〜
日
〜
2424
日

鎌
倉
市
由
比
ガ
浜
の
鎌
倉
彫

鎌
倉
市
由
比
ガ
浜
の
鎌
倉
彫

工
芸
館
で
開
か
れ
た
。

工
芸
館
で
開
か
れ
た
。

　

創
作
部
門
と
課
題
部
門
の

　

創
作
部
門
と
課
題
部
門
の

２
部
門
で
募
集
が
行
わ
れ
、

２
部
門
で
募
集
が
行
わ
れ
、

7070
作
品
の
応
募
が
あ
っ
た
。

作
品
の
応
募
が
あ
っ
た
。

　

課
題
部
門
は
「
小
さ
な
鎌

　

課
題
部
門
は
「
小
さ
な
鎌

倉
彫
」
を
テ
ー
マ
に

倉
彫
」
を
テ
ー
マ
に
2121
㌢
正
㌢
正

方
の
立
方
体
に
収
ま
る
作
品

方
の
立
方
体
に
収
ま
る
作
品

で
、
径

で
、
径
1010
㌢
の
小
皿
や
５
㌢

㌢
の
小
皿
や
５
㌢

ほ
ど
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
集

ほ
ど
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
集

合
体
な
ど
が
あ
っ
た
。

合
体
な
ど
が
あ
っ
た
。

　

第

　

第
2121
回
か
ま
く
ら
市
民
活

回
か
ま
く
ら
市
民
活

動
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
「
対

動
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
「
対

話
と
変
容
」
を
テ
ー
マ
に

話
と
変
容
」
を
テ
ー
マ
に
1111

月
３
・
４
の
２
日
間
、
鎌
倉

月
３
・
４
の
２
日
間
、
鎌
倉

の
た
ま
な
わ
交
流
セ
ン
タ
ー

の
た
ま
な
わ
交
流
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
、
約
３
Ｏ
Ｏ
人
が

で
開
か
れ
、
約
３
Ｏ
Ｏ
人
が

参
加
し
た
。

参
加
し
た
。

　

今
年
度
の
「
か
ま
く
ら
フ

　

今
年
度
の
「
か
ま
く
ら
フ

ァ
ン
ド
」
の
公
開
審
査
会
が

ァ
ン
ド
」
の
公
開
審
査
会
が

あ
り
、「
オ
レ
ン
ジ
ハ
ロ
ウ

あ
り
、「
オ
レ
ン
ジ
ハ
ロ
ウ

イ
ン
２
Ｏ
２
Ｏ
」（
今
泉
台

イ
ン
２
Ｏ
２
Ｏ
」（
今
泉
台

オ
レ
ン
ジ
ラ
イ
ン
）

オ
レ
ン
ジ
ラ
イ
ン
）
1010
万

円
、「
鎌
倉
プ
チ
ロ
ッ
ク
フ

円
、「
鎌
倉
プ
チ
ロ
ッ
ク
フ

ェ
ス
テ
イ
バ
ル
」（
Ｋ
Ｐ
Ｒ

ェ
ス
テ
イ
バ
ル
」（
Ｋ
Ｐ
Ｒ

Ｆ
実
行
委
員
会
）

Ｆ
実
行
委
員
会
）
1010
万
円
、

万
円
、

「
大
船
の
分
か
り
易
い
マ
ッ

「
大
船
の
分
か
り
易
い
マ
ッ

プ
の
作
成
」（
鎌
倉
・
文
化

プ
の
作
成
」（
鎌
倉
・
文
化

の
森
）
８
万
円
な
ど
６
団
体

の
森
）
８
万
円
な
ど
６
団
体

に
合
計

に
合
計
4040
万
円
の
助
成
が
決

万
円
の
助
成
が
決

ま
っ
た
。
昨
年
度
の
助
成
団

ま
っ
た
。
昨
年
度
の
助
成
団

体
の
活
動
報
告
も
あ
っ
た
。

体
の
活
動
報
告
も
あ
っ
た
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
円
卓
ト
ー
ク
で

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
円
卓
ト
ー
ク
で

は
、
昨
年

は
、
昨
年
1111
月
に
開
塾
し
た

月
に
開
塾
し
た

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
み
ら
い
塾
」

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
み
ら
い
塾
」

（
鎌
倉
ユ
ネ
ス
コ
協
会
・
鎌

（
鎌
倉
ユ
ネ
ス
コ
協
会
・
鎌

倉
市
の
共
催
）
を
履
修
し
た

倉
市
の
共
催
）
を
履
修
し
た

中
高
生
た
ち
が
積
極
的
に
意

中
高
生
た
ち
が
積
極
的
に
意

見
を
発
表
し
た
。

見
を
発
表
し
た
。

　

８
月
か
ら

　

８
月
か
ら
1010
月
に
か
け
て

月
に
か
け
て

募
集
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
フ
ォ
ト

募
集
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
に
約
１
Ｏ
Ｏ
点

コ
ン
テ
ス
ト
に
約
１
Ｏ
Ｏ
点

の
応
募
が
あ
り
、
受
賞
作
品

の
応
募
が
あ
り
、
受
賞
作
品

の
発
表
と
表
彰
が
あ
っ
た

の
発
表
と
表
彰
が
あ
っ
た
＝

写
真
写
真
。最
優
秀
賞（
市
長
賞
）

。最
優
秀
賞（
市
長
賞
）

は
高
橋
勝
彦
さ
ん
の
作
品

は
高
橋
勝
彦
さ
ん
の
作
品

で
、
ス
テ
ン
レ
ス
の
ス
ト
ロ

で
、
ス
テ
ン
レ
ス
の
ス
ト
ロ

ー
を
さ
し
た
飲
み
物
の
背
景

ー
を
さ
し
た
飲
み
物
の
背
景

に
人
力
車
が
写
っ
て
い
る
。

に
人
力
車
が
写
っ
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
1212
番
の
目
標
の

番
の
目
標
の

「
つ
く
る
責
任
、
つ
か
う
責

「
つ
く
る
責
任
、
つ
か
う
責

任
」
に
当
て
は
め
ら
れ
た
。

任
」
に
当
て
は
め
ら
れ
た
。

　

主
催
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動
支

　

主
催
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動
支

要
な
道
で
す
。
途
中
に
は
守

要
な
道
で
す
。
途
中
に
は
守

備
兵
が
待
ち
構
え
る
武
者
溜

備
兵
が
待
ち
構
え
る
武
者
溜

り
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。

り
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。

　

上
り
つ
め
る
と
、
敵
の
襲

　

上
り
つ
め
る
と
、
敵
の
襲

来
な
ど
を
知
ら
せ
る
太
鼓
櫓

来
な
ど
を
知
ら
せ
る
太
鼓
櫓

が
あ
り
ま
す
。
天
守
台
に
次

が
あ
り
ま
す
。
天
守
台
に
次

ぐ
高
所
で
、
回
り
は
鋭
く
切

ぐ
高
所
で
、
回
り
は
鋭
く
切

り
落
し
た
崖
に
な
り
、
目
の

り
落
し
た
崖
に
な
り
、
目
の

下
に
弾
薬
を
納
め
た
煙
硝
櫓

下
に
弾
薬
を
納
め
た
煙
硝
櫓

が
あ
り
ま
す
。

が
あ
り
ま
す
。

　

数
年
前
、
市
民
緑
地
と
し

　

数
年
前
、
市
民
緑
地
と
し

て
整
備
さ
れ
た
の
で
す
が
、

て
整
備
さ
れ
た
の
で
す
が
、

地
形
を
大
事
に
し
た
の
で
史

地
形
を
大
事
に
し
た
の
で
史

跡
価
値
も
高
い
所
で
す
。

跡
価
値
も
高
い
所
で
す
。

　

大
根
師
は
、「
山
頂
に
は

　

大
根
師
は
、「
山
頂
に
は

神
が
宿
る
」
と
言
っ
て
ス
ポ

神
が
宿
る
」
と
言
っ
て
ス
ポ

ッ
ト
を
示
し
ま
し
た
。
ポ
イ

ッ
ト
を
示
し
ま
し
た
。
ポ
イ

ン
ト
は
テ
ー
ブ
ル
の
脇
で
す

ン
ト
は
テ
ー
ブ
ル
の
脇
で
す

が
、
ベ
ン
チ
を
含
む
円
形
の

が
、
ベ
ン
チ
を
含
む
円
形
の

範
囲
が
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
だ

範
囲
が
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
だ

そ
う
で
す
。
こ
の
範
囲
が
山

そ
う
で
す
。
こ
の
範
囲
が
山

頂
だ
か
ら
で
す
。

頂
だ
か
ら
で
す
。

す
。
寺
に
な
る
前
は
玉
縄
城

す
。
寺
に
な
る
前
は
玉
縄
城

を
守
る
砦
の
一
つ
で
、
戦
場

を
守
る
砦
の
一
つ
で
、
戦
場

だ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

だ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
も
皆
さ

　

し
か
し
、
こ
こ
で
も
皆
さ

ん
の
反
応
は
穏
や
か
で
、

ん
の
反
応
は
穏
や
か
で
、

「
石
碑
の
左
か
ら
吹
く
風
が

「
石
碑
の
左
か
ら
吹
く
風
が

柔
ら
か
い
」
と
言
い
ま
す
。

柔
ら
か
い
」
と
言
い
ま
す
。

　

大
根
師
も
手
を
合
わ
せ
て

　

大
根
師
も
手
を
合
わ
せ
て

か
ら
、「
あ
の
世
か
ら
吹
い

か
ら
、「
あ
の
世
か
ら
吹
い

て
く
る
の
だ
ろ
う
、
参
拝
す

て
く
る
の
だ
ろ
う
、
参
拝
す

る
人
へ
の
挨
拶
の
風
で
は
な

る
人
へ
の
挨
拶
の
風
で
は
な

い
か
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

い
か
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

「
あ
の
世
の
風
は
冷
た
く
て

「
あ
の
世
の
風
は
冷
た
く
て

厳
し
い
の
で
は
？
」
と
尋
ね

厳
し
い
の
で
は
？
」
と
尋
ね

る
と
…
。「
い
や
い
や
、
お

る
と
…
。「
い
や
い
や
、
お

経
が
よ
く
あ
が
っ
て
い
る
の

経
が
よ
く
あ
が
っ
て
い
る
の

で
、
吹
く
風
も
、
武
将
の
挨

で
、
吹
く
風
も
、
武
将
の
挨

拶
も
優
し
い
の
で
し
ょ
う
」

拶
も
優
し
い
の
で
し
ょ
う
」

と
い
う
返
事
で
し
た
。

と
い
う
返
事
で
し
た
。

　

＊
湧
水
と
稲
荷

＊
湧
水
と
稲
荷　

次
に
訪

　

次
に
訪

ね
た
の
は
玉
縄
城
主
の
菩
提

ね
た
の
は
玉
縄
城
主
の
菩
提

寺
だ
っ
た
龍
宝
寺
で
す
。
城

寺
だ
っ
た
龍
宝
寺
で
す
。
城

が
落
ち
る
直
前
、
寺
の
住
職

が
落
ち
る
直
前
、
寺
の
住
職

が
城
主
の
北
条
氏
勝
の
叔
父

が
城
主
の
北
条
氏
勝
の
叔
父

だ
っ
た
の
で
、
説
得
に
努

だ
っ
た
の
で
、
説
得
に
努

め
、
無
血
開
城
を
成
し
遂
げ

め
、
無
血
開
城
を
成
し
遂
げ

た
の
で
し
た
。

た
の
で
し
た
。

　

花
畑
の
広
が
る
中
に
山
門

　

花
畑
の
広
が
る
中
に
山
門

や
本
堂
、
城
の
歴
史
資
料
を

や
本
堂
、
城
の
歴
史
資
料
を

集
め
た
「
玉
縄
ふ
る
さ
と

集
め
た
「
玉
縄
ふ
る
さ
と

館
」
な
ど
が
建
っ
て
い
ま

館
」
な
ど
が
建
っ
て
い
ま

す
。
模
型
も
展
示
し
て
あ
る

す
。
模
型
も
展
示
し
て
あ
る

の
で
、
城
め
ぐ
り
の
前
に
是

の
で
、
城
め
ぐ
り
の
前
に
是

非
寄
り
た
い
所
で
す
。

非
寄
り
た
い
所
で
す
。

　

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
は
、

　

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
は
、

「
ふ
る
さ
と
館
」
に
隣
接
す

「
ふ
る
さ
と
館
」
に
隣
接
す

る
石
井
家
住
宅
（
県
指
定
文

る
石
井
家
住
宅
（
県
指
定
文

化
財
）
の
裏
に
あ
り
ま
し

化
財
）
の
裏
に
あ
り
ま
し

た
。
江
戸
末
期
に
建
て
ら
れ

た
。
江
戸
末
期
に
建
て
ら
れ

た
稲
荷
社
で
、
社
殿
を
飾
る

た
稲
荷
社
で
、
社
殿
を
飾
る

龍
や
牡
丹
、
松
な
ど
の
彫
刻

龍
や
牡
丹
、
松
な
ど
の
彫
刻

が
見
事
で
す
。
パ
ワ
ー
は
社

が
見
事
で
す
。
パ
ワ
ー
は
社

殿
の
向
拝
下
と
近
く
に
あ
る

殿
の
向
拝
下
と
近
く
に
あ
る

横
井
戸
の
前
で
す
。

横
井
戸
の
前
で
す
。

　

社
殿
の
下
に
も
井
戸
が
あ

　

社
殿
の
下
に
も
井
戸
が
あ

り
、
パ
ワ
ー
は
湧
水
に
源
が

り
、
パ
ワ
ー
は
湧
水
に
源
が

あ
る
よ
う
で
す
。
み
な
稲
成

あ
る
よ
う
で
す
。
み
な
稲
成

り
の
力
を
受
け
て
満
足
そ
う

り
の
力
を
受
け
て
満
足
そ
う

で
し
た
。

で
し
た
。

　

＊
山
頂
に
神
宿
る

＊
山
頂
に
神
宿
る　

龍
宝

　

龍
宝

寺
か
ら
は
急
な
七
曲
の
坂
を

寺
か
ら
は
急
な
七
曲
の
坂
を

上
り
ま
し
た
。
登
り
口
に
城

上
り
ま
し
た
。
登
り
口
に
城

の
普
請
奉
行
だ
っ
た
小
坂
家

の
普
請
奉
行
だ
っ
た
小
坂
家

の
長
屋
門
が
建
っ
て
い
ま

の
長
屋
門
が
建
っ
て
い
ま

す
。
七
曲
は
絡
め
手
で
す
か

す
。
七
曲
は
絡
め
手
で
す
か

ら
、
大
手
口
に
次
ぐ
警
戒
重

ら
、
大
手
口
に
次
ぐ
警
戒
重

＝
中
島
咲
季
（
鎌
倉
市
立
第
一
中

＝
中
島
咲
季
（
鎌
倉
市
立
第
一
中

３
年
）
▼
鎌
倉
税
務
署
長
賞
＝
橋

３
年
）
▼
鎌
倉
税
務
署
長
賞
＝
橋

本
明
日
香
（
横
浜
国
大
附
属
鎌
倉

本
明
日
香
（
横
浜
国
大
附
属
鎌
倉

中
３
年
）
藤
本
ゆ
ず
（
葉
山
町
立

中
３
年
）
藤
本
ゆ
ず
（
葉
山
町
立

南
郷
中
３
年
）
▼
鎌
倉
税
務
署
管

南
郷
中
３
年
）
▼
鎌
倉
税
務
署
管

内
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞

内
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞

＝
関
根
優
衣
（
鎌
倉
市
立
腰
越
中

＝
関
根
優
衣
（
鎌
倉
市
立
腰
越
中

３
年
）
▼
鎌
倉
団
体
長
会
賞
＝
前

３
年
）
▼
鎌
倉
団
体
長
会
賞
＝
前

田
柚
葉
（
鎌
倉
女
子
大
中
３
年
）

田
柚
葉
（
鎌
倉
女
子
大
中
３
年
）

 

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

創作大賞創作大賞

山内夫妻山内夫妻（右）（右）に表彰状を渡す千田勝一郎に表彰状を渡す千田勝一郎
副市長＝副市長＝11月20日山内さん宅で11月20日山内さん宅で

記
念
式
典
で
の
鎌
倉
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏

記
念
式
典
で
の
鎌
倉
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏

玉縄首塚玉縄首塚

龍宝寺の稲荷社龍宝寺の稲荷社

煙硝櫓を調べる大根師煙硝櫓を調べる大根師

鎌
倉
税
務
署

鎌
倉
税
務
署

鎌
倉
彫
創
作
展

鎌
倉
彫
創
作
展

税
に
つ
い
て
の
作
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